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今年も全国選抜ジュニアテニス選手権関東予選への出場をかけた県大会を、下記の通り実施いたします。

奮ってご参加ください。 

                                    【2022 年 11 月 28 日発表】 

<<<<    開開開開    催催催催    要要要要    項項項項    >>>>    

主  催   山梨県テニス協会 

後  援   山梨日日新聞社、山梨放送 

日  時   令和５年２月４日（土）、２月１１日（土）、２月１８日（土）＜２月２６日（日）予備日＞           

会  場   小瀬スポーツ公園テニスコート 

種  目   Ｕ１４の部  男子・女子各１４才以下シングルス 

【（平成２１年）２００９年１月１日以降出生のもの】 

       Ｕ１２の部  男子・女子各１２才以下シングルス 

【（平成２３年）２０１１年１月１日以降出生のもの】 

試合方法   トーナメント方式（予選フリー、本戦１６名） 

予選 ８ゲームマッチ（８－８後７P タイブレーク）敗者戦あり 

       本戦 ３セットマッチ（各セット６－６後７P タイブレーク） 敗者戦あり 

３位決定戦 および ベスト８による順位戦を行います。 

試 合 球      ダンロップＡＯ            （＊）上記順位戦にも必ず参加してください 

参 加 料   予選２，５００円 本戦３，５００円（本戦当日追加の１，０００円をお支払いください） 

       この大会はワンコイン制度対象大会です。大会受付時に 100 円を集めます。 

参加資格   個人登録を済ませている山梨県テニス協会所属選手 

申込締切   令和５年 １月１４日（土）１８：００まで 

申込方法    所属団体ごとに所定の申込用紙に必要事項（氏名・生年月日・登録番号・ランキング・電話番 

及び申込先  号所属団体（クラブ・学校名））を記入の上、参加料を添えて下記へ申し込んでください。 

（電話・FAX での申込みはできません。メールでください。） 

   (メール宛先：dear@estclub.co.jp) 

問い合わせ先 山梨県テニス協会ジュニア委員会 

       担当 青葉インドアテニススクール 丹沢  ＴＥＬ０５５－２２３－８５１３ 

ドロー会議  令和５年 １月２３日（月）ジュニア委員会にて行う。 

関東大会   (1)関東地域各年齢別ランキング 1 位から 40 位までの選手が所属する都県に分配し、出場数 

を決定（補欠／各種目男女各数名）  

(2) 各都県テニス協会が推薦する者（14 歳以下・12 歳以下共通） 男女各 3 名（男女各 24 名） 

ＤＵＮＬＯＰ全国選抜ジュニア選手権関東予選  

日 時 ： 令和５年４月８日（土）～１０日（月） 

 会 場 ： アポロコーストテニスクラブ、清水善造メモリアルコート 

そ の 他   雨天の時も会場に集合してください。 

       個人情報の取り扱いについて、プログラム・ホームページ・報道機関に載せることを 

       確認してください。なお個人情報を正確かつ安全に管理します。 



 

コロナウィルス感染防止に対する遵守事項 

 

１． 以下の事項に該当する場合は、自主的に大会会場への来場自体を見合わせること。  

・発熱、咳、咽頭通など風邪の症状があり、体調がよくないと判断するとき。  

・同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる場合。  

・過去１４日以内に政府から入国制限や入国後の観察期間が必要な国・地域への渡航  

または該当地域の在住者との濃厚接触がある場合。 

 

２． マスクを必ず持参し、プレイ中以外はマスク着用を励行すること。   

 

３． こまめな手洗い、アルコール等による手指消毒を行うこと。  

・アルコール等の消毒液は大会運営本部、各コートに一ケ所ずつ準備します 。   

 

４． 他の利用者との距離（できるだけ２ｍ以上）を確保すること。日傘の使用を推奨致します。 

 ・荷物置場や休憩場所、ベンチに座る時にも距離を確保できるようにしてください。 

 

５． 大きな声での会話や応援をしないこと。 

 

６． 試合中の順守事項 ・試合前後の挨拶は握手ではない方法で行うこと。  

・ポイント間、チェンジエンドの際には対戦相手との距離を確保すること。  

・ラケットや自らの試合で使用するボールなど、プレイに必要なもの以外はコート サーフェイスを含め

できるだけ手で触れないこと。  

・タオルは手が触れる面と顔が触れる面を使い分け、プレイ中はできるだけ手で顔に 触れるのを避ける

こと。  

 

７．その他、感染防止に対する施設管理者や主催者からの指示に従うこと。 


